
 空前の経常利益をあげる大企業がある一方で、200万

円以下の収入で生活する貧困層が増え、教育や医療もお

金次第という「格差」が広がっています。 

 にもかかわらず、安倍首相は生活者の悲痛な声には耳

を傾けることなく、憲法の改正を急ぎ、教育への国家介

入を強めて、競争による選別と愛国教育の徹底に力を注

いでいます。 

 巨大与党が仕切る国会は、単に法案を通過させる機械

に成り果てました。国民の無関心とあきらめ感の蔓延、

政治はさらに生活感覚から

遊離し、権力者の言葉遊び

の場になってしまいまし

た。この悪循環を断ち切る

ために、私たちは民主主義

の原点に立ち返らねばなり

ませ ん。権力にへつら わ

ず、自らの生活を自ら律す

る「自由」を取り戻す闘い

の始まりです。寛容と共生

のリベラル社会へ。 
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民主党、今夏の参議院選勝利で政権交代へ 

加藤がく 解散総選挙に向け、すでに臨戦モード    

 全国の統一地方選挙で民主党は大幅に議席を伸ばしました。地方

を切り捨てる自民党政治への不満が各地域で募っている証拠です。 

 一大政治決戦となる７月の参議院選挙では、なんとしても民主党の

圧倒的な勝利を実現し、年内には衆議院の解散総選挙に追い込み、

地方の痛みがわからない安倍政権に終止符を打たねばなりません。 

 長野県では、羽田雄一郎参議院議員が３選に挑みます。自民党候

補者を上回る完全な勝利によって、政権交代へと勢いづけます。 

 伊那谷では加藤学が、来るべき政権選択選挙に向けて、臨戦態勢

で日常活動に一層励んでまいります。 
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伊那谷を元気にする重点政策 

１．農業：全ての販売農家に直接支払い制度 

２．税制：累進税率の見直しと金融取引税 

３．鉄道：飯田線を整備し駅前商店街に人を 

４．道路：高速道無料化と中京圏アクセス強化 

５．年金：完全一元化と基礎年金の税保障 

６．分権：消費税の地方比率増大と権限委譲 

７．外交：日米同盟に偏重しない多国間外交 

８．安全保障：国連指揮下の集団的安全保障 

今こそ、リベラル宣言。 
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